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硫
  

黄

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
蔵
王
鉱
山
の
歴
史
を

語
り
継
ぐ
会
で
は
、
令
和
２
年
６
月

10
日
、
蔵
王
猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

お
い
て
理
事
会
を
開
催
し
、
平
成
31

年
度
事
業
報
告
、
決
算
を
異
議
な
く

承
認
す
る
と
と
も
に
、
令
和
２
年
度

の
事
業
計
画
案
、
予
算
案
、
役
員
人

事
案
、
事
務
所
移
転
案
の
各
議
案
を

満
場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た

同
理
事
会
に
お
い
て
は
、「
資
料
館
は

10
月
開
館
を
目
途
と
し
て
準
備
を
進

め
る
。」
な
ど
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

　

新
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
い
う
特

別
事
情
を
踏
ま
え
、　

　

○「
資
料
館
」
の
次
期
工
事
と
し

て
予
定
し
て
い
る
「
教
室
棟
」
の
建

設
は
、
感
染
を
巡
る
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
進
め
る　

　

○「
資
料
館
」
は
、
ジ
オ
ラ
マ
を

初
め
と
し
た
展
示
物
の
充
実
に
努

め
、
体
育
館
棟
の
効
果
的
な
運
営
に

努
め
る

　

○
鉱
山
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、会
員
に
よ
る「
蔵
王
鉱
山

の
思
い
出
集
」（
仮
称
）を
編
纂
す
る

　

○
事
務
所
を
移
転
す
る　

　

な
ど
を
取
り
決
め
ま
し
た
。
ま

た
今
年
度
は
、
役
員
の
改
選
期
に

当
た
り
、
全
員
留
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
総
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

総
会
招
集
権
者
で
あ
る
理
事
長
よ

　

当
法
人
で
は
、
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団
の

支
援
を
受
け
、
操
業
当
時
の
鉱
山
製
錬
所
地

区
を
ジ
オ
ラ
マ
で
再
現
し
、「
歴
史
資
料
館
」

に
展
示
し
よ
う
と
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
よ
り
、
製
作
会
社
で
あ
る

株
式
会
社
イ
ズ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
（
仙
台
市
）

と
数
次
に
わ
た
り
建
物
の
数
、
位
置
、
形
状
、

地
形
等
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
２
年
６
月
10
日
最
終
調
整

が
終
わ
り
、
同
年
６
月
25
日
ジ
オ
ラ
マ
及
び

展
示
台
の
発
注
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
程
発
注
し
た
ジ
オ
ラ
マ
は
、
製
錬
所

の
会
社
事
務
所
、
製
錬
所
等
の
各
作
業
所
、

索
道
、各
社
宅
、寮
等
を
再
現
す
る
も
の
で
す
。

製
作
範
囲
は
、
東
側
は
山
神
社
が
鎮
座
し
て

い
た
山
裾
か
ら
、
西
は
灰
捨
て
場
ま
で
、
南

側
は
仙
人
沢
の
七
曲
が
り
か
ら
、
北
側
は
製

錬
場
の
先
、
蔵
王
沢
の
手
前
ま
で
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
、
縮
尺
１
／
350
、
1220

×

880
の
規
模
。
製
作
費
総
額
は
、
消
費
税
込

み
で
百
10
万
円
。
10
月
の
開
館
時
に
完
成
見

込
み
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
解
除
後
、

蔵
王
鉱
山
歴
史
資
料
館
へ
の
視
察
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

～令和２年度
　第４回通常総会の
　　　　開催状況～

製錬所を再現するジオラマを発注製錬所を再現するジオラマを発注

「資料館」へ視察が相次ぐ「資料館」へ視察が相次ぐ

　

兄
貴
！　

こ
の
俺
様
を
兄

貴
！
と
、
気
安
く
呼
び
つ
け

る
奴
は
イ
ナ
イ
は
ず
。
振
り

返
っ
て
見
る
と
懐
か
し
い
悠

平
君
。「
山
神
社
、
何
か
と
大

変
だ
ろ
う
か
ら
手
伝
わ
せ
て

く
れ
」と
の
こ
と
。
嬉
し
か
っ

た
。
二
代
目
の
出
現
を
待
ち

わ
び
て
い
た
頃
で
も
あ
り
、

人
手
が
ほ
し
か
っ
た
。　

　

悠
平
君
グ
ル
ー
プ
の
参
加

に
よ
り
、
山
神
社
の
維
持
管

理
（
清
掃
、
草
刈
り
）
や
山

神
社
祭
の
運
営
に
つ
い
て
盛

大
さ
が
感
じ
ら
れ
賑
や
か
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

当
時
、
山
形
県
の
大
物
と

評
判
の
高
か
っ
た
山
形
新
聞

の
服
部
社
長
を
指
し
て
「
川

口
さ
ん
、
服
部
さ
ん
に
会
い

た
け
れ
ば
い
つ
で
も
俺
を
通

し
て
く
れ
、
予
約
な
し
で
い

つ
で
も
会
え
る
よ
う
に
し
て

や
る
か
ら…

」
こ
の
一
発
に

　

～
鈴
木
悠
平
君
の
出
現
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蔵
王
鉱
山
製
錬
課
長
・
鈴
木
秀
男
氏
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
称
バ
セ
ン
さ
ん
の
ご
子
息
）

蔵
王
鉱
山
は
誰
の
も
の

「歴史資料館」10月 開館へ
「思い出集」の出版等を決議

土田貞男理事がご逝去
　当法人の理事・土田貞男氏は、病気療養中のところ、令
和２年６月 29 日山形市立済生館病院においてご逝去されま
した。享年72歳でした。
　故人は、製錬課・土田貞二郎・はなよご夫妻の長男として
誕生し、高校、大学時代にスキー競技で活躍したあと、（有）
東洋企画印刷を起業し、印刷業界でも活躍。当法人の活動
にも設立初期から参加し、物心両面から大きく貢献しました。
　葬儀は、７月２日上山市・壽仙寺において執り行われ、当
法人から弔花、弔電を奉呈するとともに川口兼次理事長が
参列し、弔辞を奉読しました。
　平成 26 年６月、近代化産業遺産認定に向けた元山坑口調
査を行った際、精力的に調査活動に尽力していた在りし日を
偲び、心よりご冥福をお祈り致します。写真は、調査活動の
時撮影した記念写真です。最前列右側から２人目が故人です。

は
、
こ
の
俺
様
も
声
が
出
な

か
っ
た
。
我
輩
も
ず
い
分
デ

カ
イ
事
を
言
っ
て
き
た
が
、

悠
平
君
ほ
ど
で
は
無
か
っ
た
。

鉱
山
育
ち
だ
け
あ
っ
て
ス

キ
ー
は
抜
群
だ
っ
た
ら
し
い
、

天
下
の
名
門
日
大
山
形
高
の

ス
キ
ー
部
に
所
属
し
Ｏ
Ｂ
会

の
会
員
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

後
輩
に
は
土
田
貞
男
君
や
山

形
県
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
三
冠

王
（
滑
降
、
大
回
転
、
回
転
）

■　

６
月
21
日
（
日
）、
地

元
中
川
地
区
甲
石
共
栄
会

（
敬
老
会
）
の
一
行
15
人
が

春
の
視
察
旅
行
で
来
訪
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
川
口
兼
次

理
事
長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
あ
と
、
髙
橋
専
務

理
事
が
鉱
山
の
歴
史
や
展
示

品
を
説
明
、
そ
の
後
、
七
曲

り
と
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
案
内

し
ま
し
た
。視
察
終
了
後
は
、

猿
倉
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
名
物

の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
で
会
食

し
、
大
変
好
評
を
博
し
ま
し

た
。

■　

７
月
14
日
（
火
）、
上

山
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
協
会
の
東
海
林
憲
男
研

修
部
長
、
三
浦　

豊
総
務
部

長
が
会
員
の
研
修
を
前
に
事

前
視
察
に
来
訪
し
ま
し
た
。

両
人
は
、展
示
し
て
い
る「
元

山
坑
内
図
」「
坑
内
火
災
状

況
報
告
書
」
に
驚
き
の
声
を

上
げ
、
今
後
を
期
待
し
て
い

ま
し
た
。
同
会
で
は
、
役
員

会
で
一
部
の
役
員
か
ら
懐
か

し
む
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら

研
修
を
企
画
し
た
も
の
で
、

10
月
の
オ
ー
プ
ン
直
前
に
会

員
多
数
を
案
内
し
た
い
と
、

見
学
申
し
込
み
を
し
て
い
き

ま
し
た
。

■　

以
上
の
ほ
か
、
８
月
８
日
（
土
）

に
は
、上
山
市
内
の
生
涯
学
習
団
体
「
ゆ

う
が
く
ク
ラ
ブ
」
の
視
察
申
し
込
み
が

届
い
て
い
ま
す
。

の
五
十
嵐
長
吉
選
手
（
現
猿

倉
レ
ー
シ
ン
グ
総
監
督
）
が

い
る
。

　

若
く
し
て
病
に
倒
れ
、
日

大
山
形
高
ス
キ
ー
部
の
方
々

に
見
送
ら
れ
葬
儀
が
行
わ
れ

た
。
私
は
蔵
王
鉱
山
の
友
人

を
代
表
し
て
弔
辞
を
奉
呈
し

た
。　
　
　

 

（
川
口　

兼
次
）

　
（
次
回
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
「
近

代
化
産
業
遺
産
」
認
定
に
向
け

て
、
組
織
的
な
活
動
に
入
る
）

り
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
と
い
う
観
点
か
ら
集
会
形
式

は
避
け
る
べ
し
」
と
の
指
示
が
あ

り
、
定
款
第
29
条
の
規
定
を
準
用

し
書
面
表
決
方
式
に
よ
っ
て
議
決

を
行
う
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
決
定
を
受
け
て
、
６
月

11
日
よ
り
各
社
員
に
６
月
19
日
を

総
会
開
催
日
と
す
る
「
令
和
２
年

度
通
常
総
会
」
議
案
書
を
送
達
し
、

表
決
書
に
よ
る
決
議
を
求
め
た
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
議
案
は
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
案
し
た
議
案
の
う
ち
、
事
務

所
移
転
に
つ
い
て
は
、
定
款
の
変

更
を
伴
う
と
こ
ろ
か
ら
、
所
定
の

書
類
を
作
成
し
、

７
月
６
日
山
形
法

務
局
に
移
転
申
請

書
を
提
出
、
登
記

を
完
了
し
て
い
ま

す
。

　

以
上
の
手
続
き

の
結
果
、
当
法
人

の
事
務
所
は
、
下

記
の
住
所
に
変
更

と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
、
事

務
連
絡
の
際
に

は
、
下
記
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

そ
の
十
四

江
戸
川
区　
　

鈴
木　

義
雄
様

渋
谷
区　
　
　

石
原　

邦
子
様

中
頓
別
町　
　
　

　

川
口　

二
郎
様
・
川
口
と
し
子
様

新
潟
市　
　
　

熊
谷　
　

忍
様

松
戸
市　
　
　

渡
部　

弘
道
様

さ
い
た
ま
市  

髙
橋　

輝
幸
様

ふ
じ
み
野
市  

丹
野　

正
俊
様

座
間
市　
　
　

斉
藤　

暢
之
様

仙
台
市　
　

　

川
口　

正
人
様
・
川
口　
　

薫
様

尾
花
沢
市　
　

東
海
林
恵
史
様

寒
河
江
市　
　

斉
藤　
　

宏
様

山
辺
町　
　
　

佐
藤　

京
一
様

山
形
市　
　

　

川
口　

兼
次
様
・
川
口　

京
子
様

　

木
村　

幹
雄
様
・
木
村　

久
子
様

　

旭
岡　

勝
子
様
・
秋
山　

峰
広
様

　

内
海　

清
人
様
・
西
野
目　

哲
様

　

西
野
目
洋
子
様
・
丹
野　
　

啓
様

　

川
口　

周
治
様
・
川
口
た
け
子
様

　

鈴
木　

ひ
さ
様
・
鈴
木　

敏
和
様

　

佐
東　

弘
子
様

上
山
市　
　
　

　

小
松　

正
和
様
・
今
田
太
加
司
様

　

原
田　

正
男
様
・
川
口　

尚
也
様

　

川
口　

良
子
様
・
川
口
長
次
郎
様

　

横
尾　

敏
子
様
・
土
屋　

健
一
様

　

土
屋　

智
弘
様
・
篠
原　

政
志
様

　

村
山　

利
夫
様
・
柴
田　

信
一
様

　

中
川　

善
博
様
・
鈴
木　

敏
彦
様

　

齋
藤　

善
吉
様
・
佐
藤　

竹
志
様

　

佐
藤　

芳
子
様
・
佐
藤
衣
利
子
様

　

芳
賀　

律
子
様
・
長
谷
部
佳
明
様

　

山
川　

秀
男
様
・
山
口　
　

好
様

　

鈴
木　

秀
幸
様
・
山
口
千
恵
子
様

　

三
澤　

健
二
様
・
小
川
美
代
子
様

　

髙
橋　

正
之
様

江
戸
川
区　
　

鈴
木　

義
雄
様

練
馬
区　
　
　

楠　
　

泰
夫
様

川
崎
市　
　
　

野
地　
　

貢
様

山
形
市　
　
　

　

遠
藤　

勢
一
様
・
内
海　

清
人
様

　

須
江　

和
寿
様
・
五
十
嵐
長
吉
様

　

梅
津　
　

修
様
・
佐
藤　
　

造
様

山
形
市

　

森
田　

栄
一
様
・
水
田　

延
子
様

　

小
松　

正
明
様
・
塩
野　

昌
俊
様

　

川
口
よ
う
子
様
・
大
場　

秀
雄
様

　

長
岡　

迪
生
様
・
青
木　

俊
二
様

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り

７
月
25
日
ま
で
の
会
費
、
寄

付
金
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。会

　  

費

ご 

寄 

付

感 

謝

〒999－3103　山形県上山市金谷 530 番地　髙橋  正之方

電話番号　023－679－2435（留守電可能、fax 受信可能）

Ｅメールアドレス：zaokozan@gmail.com



NPO 法人 蔵王鉱山の歴史を語り継ぐ会 機関紙令和２年 8 月1日

「思い出集」
編 集 作 業 進 む！

編 

集 

後 

記

◇　

新
年
度
に
入
り
事
務
局
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
理
事
会
・
総

　

会
の
開
催
、
事
務
所
移
転
に
伴
う
法
務
局
へ
の
定
款
変
更
申

　

請
、
市
役
所
へ
の
事
業
報
告
書
等
の
提
出
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

の
整
備
、
機
関
紙
編
集
、
合
間
に
「
思
い
出
集
」
の
編
集
と

　

バ
タ
バ
タ
と
業
務
処
理
。
一
段
落
し
た
の
が
７
月
下
旬
。
こ

　

れ
ま
で
多
く
の
事
務
を
処
理
し
て
き
た
前
事
務
担
当
者
に
謝

　

意
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

◇　

土
田
理
事
が
旅
立
ち
ま
し
た
。
我
が
家
は
サ
ム
ラ
イ
長
屋
、

　

彼
は
風
呂
場
前
の
坂
下
に
あ
っ
た
長
屋
。
は
な
た
れ
小
僧
の

　

時
か
ら
知
っ
て
い
る
友
、
学
校
帰
り
七
曲
り
で
山
菜
を
採
り
、

　

中
学
で
は
一
緒
に
野
球
を
や
っ
た
仲
。
閉
山
後
は
、
甲
石
で

　

家
族
ぐ
る
み
の
お
付
き
合
い
、「
ま
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で

　

く
れ
る
友
を
ま
た
一
人
失
い
ま
し
た
。

◇　
「
思
い
出
集
」
を
編
集
中
。
先
輩
の
「
会
報
」
に
掲
載
さ

　

れ
た
記
事
を
打
ち
直
し
な
が
ら
、
少
年
時
代
に
見
た
鉱
山
の

　

風
景
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
記
事

　

を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
、
感
謝
で
す
。

◇　

当
法
人
の
活
動
財
源
は
、
全
額
寄
付
金
で
す
。
会
費
、
賛

　

助
会
員
の
寄
付
金
な
ど
多
く
の
善
意
を
賜
り
ま
し
た
。
そ
の

　

ご
厚
意
に
応
え
な
け
れ
ば
と
急
遽
本
号
を
編
集
し
た
次
第
で

　

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
号
は
、
コ
ロ
ナ
の
爆

　

発
的
感
染
が
な
け
れ
ば
、
10
月
に
予
定
し
て
い
る
「
資
料
館
」

　

開
館
の
模
様
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
が

　

落
ち
着
く
こ
と
を
祈
り
ま
し
ょ
う　
　
　
　
　
　
（
髙
橋
記
）

　「
資
料
館
」
の
オ
ー
プ
ン
の
日
に
展
示
発
売
を
予
定
し
て
い
る
、「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
集
」（
仮

称
）
の
編
集
作
業
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
先
輩
や
二
世
の
方
々
か
ら
記
事
を
募
り
編
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
活
字

に
な
っ
た
記
事
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。
こ
の
記
録
集
は
、
鉱
山
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

会
員
を
始
め
広
く
市
民
に
販
売
す
る
と
と
も
に
、
上
山
市
図
書
館
に
も
寄
贈
し
、
懐
か
し
い
日
々

を
永
久
保
存
す
る
も
の
で
す

１　
「
蔵
王
鉱
山
・
中
川
分
校
」

２　
「
旧
蔵
王
寮
」
ほ
か

３　
「
日
東
金
属
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
」

４　
「
命
の
と
も
し
び
」

５　
「
赤
旗
か
ら
水
商
売
へ
」

６　
「
私
の
蔵
王
鉱
山
と
山
神
様
」

７　
「
私
の
蔵
王
鉱
山
時
代
」

８　
「
熊
公
と
ゴ
ン
ち
ゃ
ん
」

９　
「
元
山
視
察
記
」

10　
「
48
年
目
の
元
山
」

11　
「
組
合
の
書
記
と
し
て
六
年
間
。
三
人
の
委
員
長
に
お
使
え
し
て
」

12　
「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
」

13　
「
軌
跡
は
続
い
て
行
く
〜
閉
山
50
年
に
よ
せ
て
」

竹
割　

政
男
（
蔵
王
鉱
業
所
所
長

）

菊
池　

正
男
（ 

分 

析 

）

渡
部　

弘
道
（ 

勤 

労 

）

村
山　
　

司
（ 

経 

理 

）

川
口　

兼
次
（ 

元 

山 

）

伊
藤　

ヤ
エ
（ 

製 

錬 

）

齋
藤　

善
吉
（ 

索 

道 

）

村
山　
　

司
（ 

経 

理 

）

川
口　

尚
也
（ 

元 

山 

）

村
山　

利
夫
（ 

元 

山 

）

猪
口　

悦
子
（
組
合
事
務
所
）

佐
藤　

泰
子
（
組
合
事
務
所
）

鹿
野　

道
彦
（
衆
議
院
議
員
）
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編
集
作
業
は
、
８
月
末
を
目
途
に
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
も
、
仕
事
や
家
族
の
出
来
事､

あ

る
い
は
ご
自
身
の
「
思
い
出
」
を
是
非
原
稿
に
起
こ
し
、
当
法
人
事
務
所
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

だ
間
に
合
い
ま
す
。
到
着
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

イベントパークの環境整備を実施イベントパークの環境整備を実施
　

当
法
人
は
、
上
山
市
よ
り
イ
ベ
ン
ト
パ
ー
ク
（
元
の
製

錬
所
跡
地
）
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
も
６
月
28
日
（
日
）
を
皮
切
り
に
、
数
次

に
わ
た
り
法
人
役
員
を
動
員
し
、
広
場
周
辺
の
の
り
面
、

道
路
な
ど
の
草
刈
り
作
業
等
を
行
い
、
環
境
整
備
を
実
施

し
ま
し
た
。

〈
こ
れ
ま
で
編
集
作
業
が
整
っ
た
寄
稿
文
〉

○ 
先
人
達
の
思
い
出
（
こ
の
程
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
記
事
及
び
蔵
王
鉱
山
・
山
神
社
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
復
刻
し
て
掲
載

）

１　

元
山
の
生
活

　

⑴「
若
竹
寮
の
思
い
出
」

　

⑵「
蔵
王
鉱
山
と
私
」

　

⑶「
元
山
、
若
竹
寮
の
思
い
出
」

２　

製
錬
場
の
生
活

　

⑴「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
」

　

⑵「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
」

　

⑶「
父
と
の
思
い
出
」

　

⑷「
蔵
王
鉱
山
の
思
い
出
」

３　

猿
倉
の
生
活

　

⑴「
猿
倉
生
活
と
私
」

　

⑵「
猿
倉
の
思
い
出
」

　

　

土
屋　

健
一　

  　
　
　

鈴
木　

敏
和　

  　
　
　

斉
藤　

暢
之　

  　
　
　

髙
橋　

正
之　

  　
　
　

野
地　
　

洋　

  　
　
　

髙
橋　

輝
幸　

  　
　
　

原
田　

正
男　

  　
　
　

佐
東　

弘
子　

  　
　
　

長
井　

洋
一　
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…

○ 

二
世
の
思
い
出
（
こ
の
度
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
記
事
）

１　
「
あ
か
つ
き
の
道
」（
抜
粋
記
事
）

２　
「
中
川
第
二
小
学
校
と
共
に
生
き
る
」

金 

森    

昌 

江 

先
生

蔦 

谷    

栄 

三 

先
生

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○ 

恩
師
の
思
い
出
（「
硫
黄
」
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
か
ら
）

　

以
上
の
ほ
か「
硫
黄
」に
こ
れ
ま
で
掲
載
し
た「
訪
問
記
」「
近
況
だ
よ
り
」を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
資
料
編
と
し
て
、
鉱
山
の
歴
史
や
思
い
出
の
写
真
を
掲
載
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
贈
写
真
で
す
。
そ
の
一
部
を
下
に
紹
介
し
ま
す
。

■ 元 山 地 区

■ 製錬場地区

■ 猿 倉 地 区
（鈴木敏和理事及び長谷部佳明監事　
　　　　　　　からの寄贈写真を掲載）

■ 猿 倉 地 区

（鈴木敏和理事よりの寄贈写真を掲載）

（鈴木敏和理事及び長谷部佳明監事　
　　　　　　　からの寄贈写真を掲載）

（鈴木敏和理事及び長谷部佳明監事　
　　　　　　　からの寄贈写真を掲載）

（
旧
姓 

大
竹
）

（
旧
姓 

多
田
）

　第 16 号（2）


